



























































































































都道府県 施設数 都道府県 施設数
北海道 21 滋  賀 9
青  森 7 京  都 8
岩  手 1 大  阪 53
宮  城 8 兵  庫 34
秋  田 3 奈  良 7
山  形 6 和歌山 8
福  島 6 鳥  取 1
茨  城 11 島  根 1
栃  木 5 岡  山 11
群  馬 4 広  島 27
埼  玉 41 山  口 2
千  葉 25 徳  島 2
東  京 16 香  川 8
神奈川 27 愛  媛 3
新  潟 8 高  知 3
富  山 13 福  岡 23
石  川 9 佐  賀 1
福  井 13 長  崎 3
山  梨 2 熊  本 2
長  野 10 大  分 9
岐  阜 10 宮  崎 3
静  岡 12 鹿児島 4
愛  知 44 沖  縄 0



































































































































































































































































 0～10％ 0 0 0
11～20％ 0 0 1
21～30％ 1 1 2
31～40％ 2 5 6
41～50％ 2 8 7
51～60％ 4 7 7
61～70％ 7 2 1
71～80％ 7 1 1
81～90％ 3 0 0
91～100％以上 0 0 0
不明 4 6 5





 0～10％ 0 0 0
11～20％ 0 0 1
21～30％ 1 4 5
31～40％ 2 5 5
41～50％ 3 7 7
51～60％ 6 6 6
61～70％ 6 1 1
71～80％ 6 1 0
81～90％ 2 0 0
91～100％以上 0 0 0
不明 4 6 5
























































































15ṓ௨ୗ 16㹼35ṓ 36㹼64ṓ 65ṓ௨ୖ 
図 3　スーパー銭湯における利用客の年齢の割合
資料：聞き取り調査より作成
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時間帯 昼 夜 昼 夜
0％ 0 0 0 0
10％ 0 0 0 0
20％ 0 0 0 0
30％ 0 0 0 0
40％ 0 0 0 0
50％ 0 0 0 0
60％ 0 0 0 0
70％ 5 10 6 10
80％ 18 15 19 17
90％ 4 2 2 0
100％ 0 0 0 0
不明 3 3 3 3








時間帯 朝 昼 夜 朝 昼 夜
0％ 0 0 0 0 0 0
10％ 0 0 0 0 0 0
20％ 0 0 2 0 2 8
30％ 0 6 8 0 9 4
40％ 0 6 2 4 1 0
50％ 2 0 0 8 0 0
60％ 7 0 0 0 0 0
70％ 3 0 0 0 0 0
80％ 0 0 0 0 0 0
90％ 0 0 0 0 0 0
100％ 0 0 0 0 0 0
不明 0 0 0 0 0 0






























0％ 0 0 0
10％ 0 0 0
20％ 0 0 0
30％ 0 0 0
40％ 0 0 0
50％ 0 0 0
60％ 0 0 0
70％ 0 0 7
80％ 10 4 5
90％ 2 8 0
100％ 0 0 0






1位 2位 3位 4位 5位 6位 平均（位）
癒し 3 3 4 4 2 0 2.9 
清潔 5 6 5 0 0 0 2.0 
情報収集 0 0 1 1 7 7 5.3 
コミュニケーションの場 4 4 3 5 0 0 2.6 
遊び 0 0 0 2 5 9 5.4 

































































1位 2位 3位 4位 5位 6位 平均（位）
癒し 15 12 4 0 0 0 1.6 
清潔 1 1 2 7 14 6 4.6 
情報収集 0 0 1 2 5 23 5.6 
コミュニケーションの場 2 5 10 12 2 0 3.2 
遊び 11 10 9 1 0 0 2.0 





















































市町名 銭湯軒数 　事　業　名 年齢要件 事　業　内　容
さいたま市 16 浴場利用事業 65才以上 無料入浴券の交付




川口市 22 福祉銭湯 65才以上
割引入浴券の交付
敬老の日、福祉の日は無料




































































新しい付帯サービスあり 4 軒 2 軒 0 軒
新しい付帯サービスなし 0 軒 3 軒 3 軒
注） 開業年を100％とし、2010年の売り上げ（％）を聞いた
資料：聞き取り調査より作成
29―　　―
はそれらのサービスを拡大・強化していくこと
で、銭湯は高齢者のコミュニケーションの場と
して活用されていく可能性はある。
一方、スーパー銭湯は年々増加しており、今
後も食事・マッサージ以外の新しい付帯サービ
スをもった店舗が生き残っていくものと予測さ
れる。そして、そういった店舗ではさらに新し
いサービスが増えていくことで、今後はより
「楽しみ」に特化した店舗が増え、スーパー銭
湯は銭湯とは性格の異なった施設になっていく
ものと考えられる。
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こうした銭湯とスーパー銭湯の共存を可能に
している要因として、まず「中心客層の違い」
があげられる。銭湯は高齢者が中心客層の施設
であり、スーパー銭湯は幅広い年代が利用する
施設である。つまり、高齢者が利用すること
で、銭湯は存立しているのである。
また、銭湯では常連客が多い上に、利用客の
来客頻度も高く、季節による来客数の変化もな
い。これは銭湯が「習慣性」を持った利用客の
多い施設だからである。一方、スーパー銭湯で
は常連客の割合が低い上に、利用客の利用頻度
も低く、休暇の多い季節に利用者が多い。これ
はスーパー銭湯が「レジャー感覚」を持った利
用客が多い施設であるためである。このように
銭湯では「習慣性」、スーパー銭湯では「レ
ジャー感覚」といった利用目的に違いがある。
こういった利用目的の違いは利用者の声から
も確認できた。銭湯では「清潔」が利用者の主
たる目的とされ、「値段が安い・自宅から近い
場所にある」ことが求められている施設であっ
た。一方、スーパー銭湯は「癒し」や「遊び」
が利用者の目的とされ、多くの「楽しみ」を感
じることができる場所であることを利用者から
求められている。このような利用目的に違いが
両施設の間にはあり、そうした「棲み分け」が
銭湯とスーパー銭湯の共存へとつながってい
る。
ただし、銭湯とスーパー銭湯の共存がみられ
るにもかかわらず、銭湯が今現在も年々減少し
ている。これは後継者問題が大きな理由であ
る。しかし、そのような中でも市町村自治体で
高齢者サービスを行っている店舗もあり、今後
